
県立広島大学・人間文化学部・名誉教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２５４０６

基盤研究(C)（一般）

2023～2018

小学校英語教育に資する音声指導マニュアルの開発

Development of a teacher's manual of English pronunciation for elementary school
 English education in Japan

６０１９６６６５研究者番号：

上斗　晶代（Joto, Akiyo）

研究期間：

１８Ｋ００７８７

年 月 日現在  ６   ６ ２６

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：小学校教員への英語音声指導に対する支援として，特に外国語活動での指導に焦点を
当てて英語音声指導マニュアルを構築した。構築にあたり，外国語活動用デジタル教材に出現する音声（分節音
と超分節音）の出現頻度を分析し，基礎データとした。マニュアルには英語母語話者の発音動画，及び発音方法
の説明，聞き取りと発音のポイント，指導のコツを掲載した。発音と指導のチェックポイントを記載し，教員の
省察を促す仕組みを付した。同時に，ICT活用英語発音セルフラーニングシステムの構築を行い，自律学習を促
す仕組みを作った。また，小学校児童と教員のアルファベット文字名称の発音を分析し，マニュアルの検証と改
良を試みた。

研究成果の概要（英文）： This study aimed to create a comprehensive teaching manual on English 
pronunciation tailored for elementary school teachers. It began by examining the occurrence rates of
 both segmental and suprasegmental sounds present in teaching materials for third and fourth 
graders, serving as foundational data for manual development. The manual itself featured dynamic 
audio-visual resources showing native English speakers pronouncing English sounds, alongside 
detailed Japanese explanations on pronunciation and teaching techniques for each sound.
 To further empower teachers, an English pronunciation self-learning system via ICT was devised, 
with its URL integrated into the manual. Additionally, to ensure accuracy, the pronunciation of 
English alphabet letter names by elementary school students and teachers underwent evaluation by 
native English speakers and acoustic analysis. These assessments aimed to validate the manual's 
descriptions, facilitating refinements based on the findings.

研究分野： 英語音声学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果から，外国語活動の２年間で英語音声の基本的項目が全て出現し，指導が可能であることが明らかと
なった。小学校中学年のこの期間の指導は，大学までの日本の英語音声教育の基礎を成すものと位置づけられ，
適切な指導が重要である。しかし，小学校児童や教員の発音の実態を分析した研究はまだ少なく，小学校教員の
ための発音指導に関する支援は充実しているとは言えない状況である。本研究成果は，このような支援が十分進
んでいない分野に一石を投じるものであり，小学校教員が英語音声の基礎知識を得て，自信を持って発音指導を
行うための一助となることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)  小学校教員の英語音声基礎知識の不足 
「小学校外国語活動」では音声中心の英語指導が行われ，音声教育は重要な位置を占める。し

かしながら，上斗を中心とする研究グループが小学校教員を対象に行ったアンケート調査（2013
年～2014 年）の結果，外国語活動で発音指導が十分に行われていないことがわかった（三宅・
上斗・西尾, 2016）。その背景には，小学校教員の英語音声の基礎的知識の不足があり，自身の
発音と発音指導に対する自信が持てない状況（「英語音声基礎知識を持っていること」と「発音
指導への自信」「自身の発音への自信」には正の相関関係あり）があることが判明した（上斗・
三宅・西尾, 2017）。  
(2) 英語音声指導に関する小学校教員への支援不足 
教員の英語音声に関する知識不足を補うための研修や外国語活動用の発音指導書が十分では

ない状況下で（三宅・上斗・西尾, 2016；上斗・三宅・西尾, 2017），教員が発音方法や指導法を
得ることは難しく，指導に不安を感じる小学校教員に対する支援が喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，小学校教員が英語音声の基礎知識を得て，自信を持って発音指導に臨むため
の支援として，外国語活動用教材に対応した音声指導マニュアルを開発することである。英語音
声に関する基礎的事項の記述だけでなく，各単元における発音，聞き取り，指導のコツを日英語
音声対照の観点から記載する。また，適切な発音のためには音声情報のみならず，視覚的情報も
重要であるため，英語母語話者の発音動画を作成し搭載する。これにより，英語音声の基礎的知
識を提供すると同時に，教員の自律学習を促す仕組みを構築する。 
 
３．研究の方法 
(1)  デジタル教材の分析 
外国語活動用の現教材『Let’s Try! 1』（小 3 対象／以後 LT1），及び『Let’s Try! 2』（小 4 対象

／以後 LT2）の各単元の内容に対応したマニュアルとするため，両デジタル教材の音声を全て文
字化し，各単元における分節音と超分節音の出現頻度を分析した。教材中の繰り返し部分は繰り
返す回数をカウントした。超分節音については発話文のみ分析対象とし，歌やチャンツは対象外
とした。具体的な分析項目は，分節音では語彙の強音節の母音（文中で強勢を受けない語の母音
は弱母音として扱った），強音節頭の子音（気音を伴う無声閉鎖音の頻度も算出），及び語末子音，
超分節音では語彙の音節数，強音節の位置，発話文での音調核の位置と種類，核音調の種類，リ
ズムユニット数，音調句数，1 つの音調句における最大リズムユニット数とした。 
(2) 英語音声指導マニュアルの作成 
デジタル教材の音声分析の結果を踏まえ，教材に付属している教師用『指導編』の各単元に記

載されている「言語材料」の語彙と表現を中心に取り上げ，単元毎に指導マニュアルを作成した。
また，「言語材料」の語彙と表現を英語ネイティブ話者が発音している動画を作成し，URL と
QR コードをマニュアルに記載した。 
(3) 教員と児童の英語音声の評価と分析，及び音声指導マニュアルの検証と改良 
 英語アルファベット文字名称の発音に関する指導マニュアルの効果を検証するため，マニュ
アルを使用した小学校教員と児童が発音したアルファベット文字名称の発音について，英語母
語話者による評価と音響分析を行った。その結果を踏まえて，マニュアルの改良を行った。 
 
４．研究成果 
(1)  デジタル教材の分析 
①語彙の音節数と語中での強音節の位置 

LT1, LT2 のデジタル教材に出現する語（繰り返しを含む）の 7 割以上が単音節語（LT1：77.6%, 
LT2: 76.4%）で，2 音節語を含めると 9 割以上を占めた（LT1: 95.8%, LT2: 94.8%）。LT1 の語で最
大音節数は 5 音節，LT2 では 6 音節であった（複合語）。単音節語が多いこともあり，第一音節
が第一強勢を受ける語が両教材ともに 9 割以上を占めた（LT1: 94.9%, LT2: 95.4%）。この中には
発話文中で強勢を受けない機能語を単独で発音した場合（強勢を伴う）も含まれる。この結果よ
り，小学校外国語活動で児童が発音したり，聞いたりする語のほとんどは 2 音節以内の短い語
で，最初の音節を最も強く発音する語であることがわかる。 
②強音節の母音の種類と出現頻度 
  両教材それぞれにおいて，強音節の母音音素全 20 種類と弱母音 6 種類が出現した。LT1 の語
彙延べ出現数 4,589 の中で，最も頻度が高かった強音節母音は/aɪ/（19.5％），次いで/ɛ/（11.1％），
/iː/（10.3％）であった。LT2 においても，延べ出現語彙数 5,584 中，/aɪ/（15.6％）が最も高頻度
で出現し，次いで/ɪ/（12.9％），/ɛ/（10.3％）であった。最も出現頻度が低かった母音は LT1 では
/ɔɪ/, /ʊɚ/（0.04％），LT2 では/ɛɚ/（0.04％）で，それぞれ 2 回の出現のみであった。 
最高頻出母音/aɪ/において，強勢を受けない機能語（第一人称）の音も含まれており，LT1 にお



いては出現数の 45％，LT2 では 49.3％が機能語での音であった。また，機能語での/ɪ/の出現は，
LT1 では 17.9%，LT2 では 52.6％であった。機能語の弱母音は出現母音全体の約四分の一を占め
ており（LT1: 24.4%, LT2: 25.8%)，日本人学習者にとっては発音し難い音であるが，英語の強弱
リズムに関わるため指導上重要である。弱母音として出現頻度が最も高かったのは，両教材とも
schwa と呼ばれる/ə/であった（LT1: 6.0%, LT2: 5.4%）。 
 外国語活動最初の 1 年間で，出現頻度には差があるものの，弱母音を含めて全ての英語母音音
素が出現することがわかった。 
③強音節頭の子音の種類と出現頻度 
 LT1, LT2 それぞれ 48 種類の子音と子音結合が出現した。両教材共に，単子音は語頭に出現し
ない/ŋ/, /ʒ/を除く 22 種類（/ʍ/を含めると 23 種類）の全子音音素が出現した。最も出現頻度が高
い子音は，LT1 では/l/（11%），LT2 では/t/（8.1%），最も低頻度の子音は両教材とも/ʧ/であった
（LT1: 0.14%, LT2: 0.31%）。/t/は LT1 でも 3 番目に頻度が高く（7.5％），その内の 9 割以上が気
音を伴う音であった。英語無声破裂音/p, t, k/は気息音が弱いと，有声音に聞き間違えられやすい。
強音節頭の/t/, /p/, /k/は気音を伴って発音する指導と練習が必要である。 
 子音結合はそれぞれの教材で 25 種類出現した。頻度は LT1 で 13.1％，LT2 で 11.8％と 1 割強
であった。最高頻度の子音連結は，LT1 では/θr/（1.8％），LT2 では/pl/（2.2％），最低頻度は LT1
では/dr/, /kl/, /kw/，LT2 では/kw/, /sm/で，それぞれ 1 回（0.03%）の出現であった。2 子音の連結
がほとんどであるが，LT1 には 3 子音連結が 2 種類（/str/: 1.3%, /skw/: 0.2%），LT2 には/str/（0.8％）
出現した。単子音と比較して頻度は高くないが，子音結合は日本語にない現象であり，日本人学
習者にとって発音困難であるため指導上の注意が必要である。特に，/str/, /skw/のような/s/の直
後に結合する無声破裂音は気音を伴わないことにも注意する。 
④語末子音の種類と出現頻度 
 語末子音の出現種類は子音結合を含めて LT1 で 46 種類，LT2 で 53 種類であった。両教材と
もに単子音より子音結合の種類が多く，LT1 で単子音 16 種類，子音連結 30 種類，LT2 では単子
音 19 種類，子音連結 34 種類であった。子音結合は両教材ともに 2 子音結合が最も多いが，3 子
音結合と 4 子音結合も出現している（LT1: 3 子音連結 7 種類，4 子音連結 1種類/ŋɡlz/，LT2: 3 種
類連結 7 種類，4 子音連結 2 種類/nslz/, /ndlz/）。 

最も出現頻度が高かった語末単子音は，LT1 は/n/（14.0%），LT2 は/m/ (13.1%)で，子音結合は
両教材ともに/ts/（LT1:6.7%, LT2: 8.2%）であった。語末の/n/を日本語「ン」（/ɴ/）で代用しない
指導が必要である。また，/t/は両教材ともに出現頻度が三番目に高く（LT1: 8.7%, LT2: 11.5%），
強音節頭の/t/とセットで発音と聞き取り上の指導が重要である。つまり，語末/t/は気音を伴わな
い音であり，強音節頭の/t/とは音声的には異なるが，音韻的には同じであることを明示的に教え，
将来的な音韻認識に繋げる必要がある。両音の違いを聞き取る指導を行うことが重要である。 

最も低い頻度の単子音は LT1 では/θ/（0.08％），LT2 では/b/（0.03％）であった。全体で出現率
が最も低かったのは，LT1 では子音連結/ml/, /nts/, /sk/, /tl/（いずれも 0.04%），LT2 では/b/, /blz/, 
/ndlz/（いずれも 0.03%）で，出現回数は 1 回だった。  
 /ʒ/は LT2 に語中子音（Indonesia）として 2 回出現しており，強音節頭と語末に出現する子音を
合わせると，2 年間の外国語活動で全ての英語子音音素が出現する。日本人学習者にとって発音
困難な子音結合も多くの種類が出現するため，子音間や語末子音後に母音を付加しないよう学
習初期段階に十分な指導と練習が必要である。 
⑤発話文中の音調核の種類の出現頻度 
 発話のイントネーションの中核となる音調核の種類は大別して，文脈に依存しない「広いフォ
ーカス」（BF）と文脈依存の「狭いフォーカス（NF）があるが，LT1，LT2 ともに BF の出現率の
方が多く（LT1: 63.2%，LT2: 89.1%），発話の最後の強音節に音調核が置かれる場合が大半を占め
た。NF には「対比」と「新情報」の種類があるが，LT1，LT2 ともに「新情報」の方が多く出現
した（LT1: 23.4%, LT2: 6.2%）。これは，“what”や“how many”を使った疑問文に対する応答文が出
現したことによるものである。 
⑥核音調の種類と出現頻度 
 英語の基本的核音調には下降調，上昇調，下降上昇調，平坦調，stylized tone の 5 種類がある
が，両教材ともにこれら全ての音調が出現した。下降調が最も多く（LT1: 71..4%, LT2: 66.8%），
上昇調がこれに次いだ（LT1: 21.2%, LT2: 23.3%）。外国語活動においては，全発話文のおよそ 9
割に下降調，あるいは上昇調が使用されていることがわかった。最も頻度が低かった音調は，両
教材ともに stylized tone であったが，この音調は日常生活での決まり文句でよく使われ（good-
bye, see you など），表現とセットで指導する必要がある。 
⑦発話文中の音調句の数 
 LT1，LT2 ともに 1 つの音調句で構成される発話の出現が 8 割近くあり（LT1:78.9%，LT2：
77.8%），２番目に高い頻度で出現した 2 つの音調句を持つ発話（LT1:16.9%, LT2:15.0%）と合わ
せると，両教材ともに 9 割以上が 1 つ，ないし２つの音調句で構成された発話であることがわか
った。1 つの音調句には必ず 1 つの音調核があり，音調が変化する。２つの音調句を持つ発話は
一つのポーズで区切られている場合が多く，ポーズ前後の２つの音調句内の適切な音節で音調
を変化させる（音調核と核音調の選択）必要があるため，発音の難易度が上がる。まずは音調句
一つの発話を十分に指導する必要がある。 
⑧発話文中のリズム単元の数 



 強音節を中心としてその前後に弱音節が位置するリズムの単位をリズムユニット（RU）とい
う。発話文における RU の数は発話を構成している強音節数と一致し，RU 数が多くなれば発音
難度が上がると予想される。分析の結果，LT1，LT2 ともに RU３つまでで構成される発話文の
出現率が大半を占めた（LT1: 1RU=33.6%, 2RU=41.3%, 3RU=18.7%／LT2: 1RU=27.7%, 2RU=35.2%, 
3RU=21.2%）。注目する点として，LT2 において３つの RU を持つ発話文の出現が増えているこ
とである。リズム指導においては，RU１つの文から始め，特に４年生においては，RU３つまで
の文のさまざまな強弱パターンが適切に発音できるよう練習するとよいであろう。 
⑨一つの音調句における最大リズム単元数 
 各発話文を構成する音調句の中で，最も多くの RU を持つ発話文の出現率を分析した。その結
果，LT1，LT2 ともに最大１つの RU で構成された音調句を持つ発話が最も多く，最大 RU 数が
１つから３つの発話文が 9 割以上を占めることがわかった（LT1:1RU=47.8%, 2RU=34.9%, 
3RU=15.6%／LT2:1RU=38.5%, 2RU=34.4%, 3RU=21.2%）。LT1 と LT2 で異なる点は，LT2 では最
大 RU１つの発話文が減少し，最大 RU 数が３つ，あるいはそれ以上の RU を含む音調句を持つ
発話の出現が増えていることである。１つの音調句における RU 数が増えると，音調核の位置決
定の際の選択肢が増し，発音難易が上がる。出現率は単元による違いもあるため，複数の RU を
持つ音調句が出現した時点で，音調の選択とともに，音調核の位置を明示的に指導することが重
要である。 
(2)  英語音声指導マニュアル構築 
デジタル教材の分析結果より，小学校外国語活動の 2 年間で全ての英語の母音と子音音素，

基本的音調が出現することがわかった。単元によって個々の音声の出現率が異なるため，各単元
で出現率の高い音声項目を優先的に取り上げた。教材付属の教師用『指導編』には，教員と児童
が実際の活動で使用する表現と語彙が「言語材料」として各単元に記載されている。この「言語
材料」を中心に，教材分析の結果を踏まえながら，発音と聞き取りのポイント，及び指導のコツ
を記載した。また，各単元の最後には「発音と指導のチェックポイント」を Can-do 記述文で記
し，当該単元で目標とする音声項目について振り返りの仕組みを設けた。 
「言語材料」の付属音声はないため，英語ネイティブ話者の発音動画を作成し，URL と QR コ

ードをマニュアルに記載した。発音に同期してリズムとイントネーションを大小ドットと矢印
で示し，視覚的支援を施した。アルファベット文字名称の発音動画は，日本語での発音方法の説
明入りで，顔正面と側面からの映像，口元のズーム映像があり，発音時の口元の情報がわかるよ
うにした。発音動画はアメリカ英語（カリフォルニア州出身者とミネソタ州出身者），オースト
ラリア英語，カナダ英語を搭載した。また，母音，子音，子音連結それぞれの発音方法を日本語
で説明した発音動画の URL，QR コードを掲載した。また，ICT を活用した英語発音セルフラー
ニ ン グ シ ス テ ム を 構 築 し た （ https://npl-mock.glexa.net/ ）。 マ ニ ュ ア ル の 閲 覧 先 ：
https://drive.google.com/drive/folders/1hjOhv8zyWAjWYMCyfWIzdwVZ6HW5axwC?usp=drive_link 
(3)  教員・児童の英語音声評価と分析，及び音声指導マニュアルの検証と改良 
 英語アルファベット文字名称の発音指導マニュアルを使用して発音練習を行った小学校教員
の指導を受けた小学３年生の文字名称の発音を採録し，英語母語話者８名（米語，英語，カナダ
英語，オーストラリア英語）による５段階評価（５を最高とする）を行った。表１は児童 10 人
に対する評価結果である。児童の発音は T, V, Z, P, L（表中の黄色セル）に課題があることがわ
かった。音声音響分析の結果，T と P は/t/, /p/の気音が不十分だったため，それぞれ D，B と誤
認識されたこと，V は/v/が/b/で代用発音された問題，Z は/z/が日本語「ジ」（/ʥ/）で代用発音さ
れたため G に誤認識されたこと，L は“暗い/l/”の発音の難しさ（日本語「ラ」行子音/ɾ/で代用）
と末尾に母音付加の問題があった。 
 小学校教員２名が指導マニュアルを使用して，アルファベット文字名称の発音を 20 分間自己
練習した。練習前後に採録した音声を英語母語話者 3名が発音を 5段階で評価した。その結果を
表 2 に示す。評価スコアは２名の平均値である。表２より，全体として練習後の評価が上がり
（3.78 から 3.94 へ），A や C など大きく改善した発音（表中の緑セル）がある一方，L や V な
ど改善しなかった発音もあった（表中の黄色セル）。マニュアル使用後の教員へのアンケート結
果より，内容充実，口元の情報，英語音声の知識習得，発音指導への自信などの肯定的評価の一
方，分かり易さの面で工夫が求められた。 
 以上のことから，児童と教員の発音の問題点は共通しているところがあり，問題の音声の記述
を改良した。アルファベット文字名称の発音については，専門用語の使用を極力控え，発音と聞
き取り，指導のコツを平易に記述した「簡易版マニュアル」と，英語音声について詳しい説明を
記載した「詳細版マニュアル」の２種類作成した。詳細版は主に専科教員や詳しい知識を得たい
教員を対象とし，「外国語科」でも参照できる比較的汎用性の高い内容とした。 
  本研究結果から，外国語活動の２年間で英語音声の基本的項目が全て出現し，指導が可能であ
ることが明らかとなった。小学校中学年のこの期間の指導は，大学までの日本の英語音声教育の
基礎を成すものと位置づけられ，適切な指導が重要である。しかし，小学校児童や教員の発音の
実態を分析した研究はまだ少なく，小学校教員のための発音指導書は充実していない状況であ
る。本研究成果は，支援が十分進んでいない分野に一石を投じるものであり，小学校教員への一
助となることが期待される。英語音声指導マニュアルは，使用した教員からのフィードバックを
得ながら，小学校教育の実情に合わせて今後改良を重ねていく予定である。 
 



表１ 日本人児童のアルファベット文字名称の発音の 
英語母語話者による評価 
文字
名称 

評価ス
コア 

文字認
識率(%) 

文字
名称 

評価ス
コア 

文字認
識率(%) 

E 4.66 100 Q 3.86 95.0 
X 4.51 100 A 3.79 93.8 
U 4.49 100 F 3.69 92.5 
I 4.38 97.5 K 3.54 87.5 
D 4.36 97.5 M 3.54 77.5 
G 4.35 97.5 W 3.54 97.5 
H 4.19 100 N 3.45 85.0 
Y 4.18 98.8 T 3.01 57.5 
J 4.14 98.8 R 3.00 80.0 
S 4.11 96.3 V 2.85 65.0 
B 4.08 80.0 Z 2.73 51.3 
O 4.08 97.5 P 2.70 42.5 
C 4.01 97.5 L 2.14 58.8 

平均 3.74 86.6 
 
表２ 小学校教員の練習前後のアルファベット文字名称の発音の英語母語話者による評価 
文 字
名称 

練習前 練習後 平均 文字
名称 

練習前 練習後 平均 
評
価
ス
コ
ア 

SD 評
価
ス
コ
ア 

SD 評
価
ス
コ
ア 

SD 評
価
ス
コ
ア 

SD 評
価
ス
コ
ア 

SD 評
価
ス
コ
ア 

SD 

A 3.67 1.21 4.33 0.87 4.00 1.04 N 3.67 0.82 3.67 0.79 3.67 0.80 
B 4.33 0.52 4.17 0.79 4.25 0.65 O 4.00 0.63 4.50 0.58 4.25 0.60 
C 3.83 0.75 4.33 0.58 4.08 0.67 P 4.00 0.89 4.33 0.58 4.17 0.74 
D 4.50 0.55 4.00 0.87 4.25 0.71 Q 4.17 0.75 4.17 0.79 4.17 0.77 
E 4.67 0.52 4.50 0.58 4.58 0.55 R 3.00 0.89 3.33 0.58 3.17 0.74 
F 3.83 0.75 3.67 1.08 3.75 0.92 S 3.67 0.82 3.83 1.15 3.75 0.99 
G 2.83 1.60 3.33 0.79 3.08 1.20 T 2.83 0.75 3.67 1.08 3.25 0.92 
H 4.50 0.55 3.67 1.26 4.08 0.91 U 3.83 0.75 4.33 0.79 4.08 0.77 
I 4.33 0.82 4.50 0.50 4.42 0.66 V 3.83 0.75 3.67 0.87 3.75 0.81 
J 3.50 0.55 4.17 0.29 3.83 0.42 W 3.00 1.10 2.67 1.26 2.83 1.18 
K 4.00 0.63 3.83 0.58 3.92 0.60 X 4.17 0.75 4.17 0.29 4.17 0.52 
L 3.50 0.55 2.50 1.00 3.00 0.77 Y 3.83 0.75 4.33 0.58 4.08 0.67 
M 3.67 1.51 4.50 0.58 4.08 1.04 Z 3.00 1.67 4.17 0.87 3.58 1.27 

Mean 3.78 0.52 3.94 0.77 3.86 0.64 
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